
へ

し
や
／
、帰

趣
の

「
ラ
イ
止
フ
ｔ
ｈ
が
や
っ
で
く
る
。

と　き／8月26日細）開瘍18：00開演19：00

ところ／水巻町総合運動公園⑯外ステージ）

出　演／本田美奈子
・ＭＩＮＡＫＯ ｗｉｔｈ ＷＪＬＤ ＣＡＴＳ

問い合わせ／水巻町役場企画課

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
の
み
な
さ
ん
、

8
月
2
6
日
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

●Ｔｅｍｐｔａｉｔｉｏｎ

●1986年のマリリン

●Ｓｏｓｏｔｔｅ

●ＨＥＬＰ

●Ｔｈｅ Ｃｒｏｓｓ

ｅＯｎｅｗａｙＧｅｎｅｒａｔｉｏｎ

ｅＣＲＡＺＹ ＮＩＧＨＴ

●殺意のバカンス



’
二
一
．

二
∵
す

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
主

財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
、

ほ
か
か
ら
収
入
す
る
依
存
財
源
と
で
成

り
た
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
自
主

財
源
が
予
算
全
体
の
四
一
・
五
即
を
占

め
て
い
ま
す
。

●
町
税
は
3
・
9
％
の
伸
び

収
入
の
な
か
で
一
番
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
は
町
税
で
す
。
町
税
の

主
な
も
の
は
町
民
税
（
個
人
・
法
人
）

と
固
定
資
産
税
で
、
こ
の
二
つ
で
町
税

全
体
の
九
三
郡
を
占
め
て
い
ま
す
。
昨

年
の
税
制
改
正
に
よ
っ
て
電
気
税
と
ガ

ス
税
が
廃
止
さ
れ
貴
重
な
財
源
を
失
い

ま
し
た
が
、
景
気
の
拡
大
に
よ
り
法
人

町
民
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
る
た
め
、

町
税
全
体
で
は
三
・
九
郡
の
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

〔

使
用
料
・
手
数
料
は
、
前
年
に
比
べ

一
七
・
一
郡
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

昨
年
の
家
賃
値
上
げ
に
よ
り
、
町
営
住

宅
の
使
用
料
が
増
え
た
た
め
で
す
。
使

用
料
・
手
数
料
の
う
ち
、
九
一
・
一
酢

は
町
営
住
宅
使
用
料
で
す
。

●
新
た
に
0
0
億
円
の
借
り
入
れ

町
税
に
次
ぐ
収
入
は
地
方
交
付
税

（
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
一
部
を
市
町

村
へ
交
付
す
る
も
の
）
で
す
。
昨
年
に

続
き
、
ふ
る
さ
と
の
丘
整
備
事
業
に
よ

る
加
算
が
あ
る
た
め
、
三
・
七
酢
の
伸

び
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
（
特
定
の

事
業
に
対
す
る
補
助
金
）
は
、
前
年
度

と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

町
債
は
、
町
が
国
や
銀
行
か
ら
借
り

入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
前
年
に
比

べ
減
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ふ
る
さ
と

の
丘
整
備
事
業
や
二
団
地
建
替
事
業
な

ど
に
充
て
る
た
め
、
約
八
億
四
千
万
円

の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町

債
の
借
り
入
れ
は
、
今
後
、
返
済
の
た

め
の
財
政
負
担
を
伴
い
ま
す
。



言．笠葦喜≡工費1雪豊1，500万円

平成2年度一般会計予算の内訳

災害復旧費1億3，009万円（2．0％）

消防費　2億1，779万円（3．4％）

労働費　2億3，437万円（3．6％）

4億8，571万円

土木費

20億7，779万円
（31．9％）

〔総務費〕
●町制50周年記念事業

●ふるさとつくり事業

●国勢調査事業

〔民生費〕
●高齢者能力活用事業委託
●えぶり山荘の補修
●南部学童保育所設置など

●国民健康保険特別会計へ

〔衛生費〕
●成人病検診・がん検診委託
●ごみ・し尿などの処理
●老人保健特別会計へ

〔労働費〕
●失業対策事業

●特定地域開発就労事業

〔農林水産費〕
●農業用排水払底張りなど

3，126万円

649万円

903万円

345万円

1．000万円

2，040万円

6，826万円

2，314万円
2億7．714万円

9，189万円

2湖7万円
1億8．760万円

2．000万円

〔土木費〕
●町道の新設・改良　　　　　3億4，337万円

●水巻駅前再開発事業、下水道整備事業
などの調査委託　　　　　　　　850万円

●立屋敷緑地・吉田イワゼ公園などの

公園事業　　　　　　　　　　4，229万円
●緑化の推進　　　　　　　　　　　502万円
●総合運動公園と遠賀川河川敷公園の
維持管理

●県道整備の負担金

●ふるさとの丘整備事業

●町営住宅の補修と修繕

●ニ団地の建替事業

〔教育費〕
●小・中学校の施設整備
●机小学校の大規模改造事業

◆水巻南中学校の講堂修復
●陶芸室の管理
●猪熊グランドのネット増設

〔災害復旧費〕
●鉱害復旧事業

2，209万円

6，673万円

7億2，988万円

1億2，745万円

5億666万円

4，895万円

5，001万円
3，053万円

99万円

1，200万円

1億3，009万円

教育費

7億5．203万円
（11．6％）

民生費

7億7，351万円

（11．9％）

〔その他①の内訳〕

分担金・負担金　　　5，749万円
財産収入　　　　　7．651万円

繰入金　　　　1億5，0∝ｌ万円
繰越金　　　　　　4，0〔氾万円

〔その他②の内訳〕

地方譲与税　　1億3，310万円
利子割交付金　　　4，120万円

自動車取得税交付金5，700万円
その他　　　　　　　　508万円

総務費
8億37万円

（12．3％）

公債費

8億456万円
（12．4％）

今
年
も
大
型
事
業
が
続
き
ま
す
。
メ

イ
ン
は
、
ふ
る
さ
と
の
丘
整
備
事
業
と

二
田
地
建
替
事
業
で
す
。
ふ
る
さ
と
の

丘
整
備
事
業
は
、
三
年
計
画
の
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
今
年
は
約
七
億

円
を
投
じ
て
総
合
運
動
公
園
に
プ
ー
ル

や
弓
道
場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
つ
く
る

は
か
、
豊
前
坊
山
に
自
然
展
望
広
場
を

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
二
団
地
建
替
事

業
は
三
年
間
で
百
二
十
四
戸
の
町
営
住

宅
を
建
設
す
る
事
業
で
す
。
昨
年
の
三

十
二
戸
に
続
い
て
、
今
年
は
約
五
億
円

を
投
入
し
て
三
十
六
戸
の
中
層
住
宅
を

完
成
さ
せ
ま
す
。

●
5
0
周
年
記
念
事
業
に
三
千
万
円

今
年
は
町
制
五
十
周
年
の
年
。
町
民

み
ん
な
で
祝
う
た
め
に
、
野
外
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
記
念
事
業
に
、
約
三
千
万

円
を
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
新
規
事
業
と
し
て
は
、
水
巻
駅

前
再
開
発
事
業
や
下
水
道
整
備
事
業
の

た
め
の
調
査
委
託
料
、
南
部
学
童
保
育

所
設
置
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

●
借
金
の
返
済
が
増
え
る

公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
金
）
は
、

前
年
度
に
比
べ
約
一
億
一
千
万
円
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
総
合
運
動
公
園
の

建
設
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返

還
が
始
ま
っ
た
た
め
で
す
。

47億2．020万円



夢
で
は
な
か
っ
た

家
賃
の
1
0
0
％
徴
収

住宅課ががんばりました。

かって4，000万円を超えていた

町営住宅の家賃滞納額が、平

成2年3月末には197万円に

減りました。2，000戸を超す町

営住宅を抱える水巻町。年間
約3億円の家賃収入は、町財
政の重要な財源の一つです。

住宅課は燃えています。あく

までも100％徴収が目標です。

ご声援ください。

2
1
1
2
戸
の
町
営
住
宅
、

年
間
の
家
賃
は
二
億
九
千
万
円

水
巻
町
に
は
二
千
百
十
二
戸
の
町
営

住
宅
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
猪
熊

町
住
や
二
団
地
な
ど
五
百
五
十
戸
は

「
公
営
住
宅
」
、
高
松
団
地
や
鯉
口
団

地
、
吉
田
団
地
の
二
郡
な
ど
千
五
百
六

十
二
戸
は
　
「
改
良
住
宅
」
　
と
い
い
ま

す
。
公
営
住
宅
と
は
、
低
所
得
者
の
住

宅
難
を
解
消
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
の
こ
と
で
、
改
良
住
宅
と
は
、
住

宅
改
艮
法
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
住
宅

●図－1　家賃滞納額の推移

元

●表題3　空き家募集入居数を含む敷金納入状況
平成2年3月31日現在

諦 麺 類 凍 宣 教 軒 縮 こ、蔓 車
ｐ

無 如 臆 頚 秘 轟 亮公器※遥
欒、、テこ．ｉ ．．誓：； ※㍊翳 －掛 衝 厳 、＿サ 華 厳

吉田団地 312 291 603 798 486 75．6

高松盟地 154 474 828 738 584 85．1

鯉口団地 60 81 141 220 160 64．1

野間呵住 5 15 ＺＯ 20 15 100

イウゼ町佳 5 15 20 20 15 100

合　 計 536 876 1，412 1，796 1，28日 78．6

√、

の
こ
と
で
す
。

で
は
、
町
営
住
宅
の
家
賃
は
い
っ
た

い
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
平
成
元

年
度
分
の
家
賃
は
公
営
住
宅
が
約
四
千

万
円
、
改
良
住
宅
が
約
二
億
五
千
万
円
、

合
わ
せ
て
二
億
九
千
万
円
が
住
宅
使
用

料
と
し
て
町
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
戸
当
た
り
の
平
均
家
賃
は
、
年
間
約

十
三
万
七
千
円
に
な
り
ま
す
。

公
営
住
宅
（
5
5
0
戸
）
は

家
賃
収
入
率
1
0
0
％
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
改
艮
住
宅
の
合
計
収
入
率
は

九
九
・
三
軒
。
昭
和
六
十
一
年
度
に
九

〇
㌫
台
に
達
し
て
以
来
、
収
入
率
は
確

実
に
上
昇
し
続
け
て
い
ま
す
。
元
年
度

は
初
め
て
九
九
㌫
を
上
回
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

公
営
・
改
良
合
わ
せ
て
二
千
戸
を
超

す
町
営
住
宅
の
家
賃
収
入
率
は
、
つ
い

に
九
九
軒
を
突
破
し
ま
し
た
。
こ
の
実

績
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

入
居
者
の
み
な
さ
ん
の
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
陰
で
す
。

表
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
表
は

過
去
七
年
間
の
家
賃
収
入
率
を
年
度
ご

と
に
比
較
し
た
も
の
で
す
。

平
成
元
年
度
は
、
公
営
住
宅
の
現
年

度
分
の
収
入
率
が
百
軒
を
達
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
公
営
住
宅
建
設
以
来
初

め
て
の
出
来
事
で
す
。
公
営
住
宅
の
収

入
率
は
過
年
度
分
（
昭
和
六
十
三
年
度

以
前
の
滞
納
家
賃
）
を
含
め
て
も
九
九

・
七
軒
。
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
三
年

連
続
、
九
九
㌫
以
上
の
高
水
準
を
維
持

（
．

家
賃
の
滞
納
額
は
、

6
年
間
で
2
0
分
の
1
に

次
に
、
家
賃
の
滞
納
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
図
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
町

営
住
宅
の
家
賃
滞
納
額
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
度
に
四

千
二
百
六
十
万
円
あ
っ
た
滞
納
額
は
、

年
々
減
少
し
、
平
成
元
年
度
に
は
百
九

十
七
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
滞
納
額
が



●表－1家賃収入率の推移
毒烹ぷ憲蕉

ｘｅの　′Ｋ
葺攣蟹漂璧緊

ｐ
訂嘉蕊葦

涼濫蕊
藻惹照操

選、．ＯＸ憲慈

ｍ

浣憲慈豊 十

投誓告漂 ぶ Ｋ
学 祭

5 8 料 † 射 三塁 93 ．7 ′9 3．5、訂 ．3 8 5．5 9 4．1 28 ．4 85 ．7

墾 黙 5 58 ．4 94 ．涌 9 5沼 2 4 ．7 8 5．3 9 5．6 準 16 85 ，？

6 0 9 8．2 72 滴 9？．0 9 6．9 2 5 ．8 8＄渚 97．1 2 7 ．5 8臥 3

． 6 1 9 9 ．4 ′58 諸 98 ．1 塞 ．9 38 ．6 9膏 湘鳶 3 9 ．3 92 ．2

6 2 9 9 ．9 由 ．？ 9ｉ．′5 9 9．、9 55 ，3 9 6，1‾9 9．9
5高

98 ．5

8 包 ‾証 9 37 ，9 ・由 ．6 9 9、9 酎 一4、乳 ？、壷9．9 餌 ．8 9 8．8

元年 壷 柑遽 99 ．7 9 9沼 49 、3 鰍 3 99．9 、4 7 ．ｇ 99 ，3

●表－2　過年度分家賃の滞納件数の推移（件）
凝ま 皿 ㍍ 錆正 義 予 定 工嘉

鞋 苦

㊤
塩竃遼遠鶉

罵 駕
酎 ＿。、 ワ字 ．3 8 1′8 6 9 3 1 年 8 1 2 8

6 2 －′4 3 千ヰ 6 － 墾 8 5 3 葦

箪 豪 ． 学 － －
之や 衰・ 3 、 － －

、‾元※ 芋や 5 － － 1 8 牢 1 － －

は
、
た
と
え
一
回
で
も
約
束
を
怠
る

と
、
家
屋
明
け
渡
し
の
強
制
執
行
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

過
年
度
分
の
滞
納
者
は
2
1
人

長
期
滞
納
者
が
〓
気
に
減
少

減
っ
た
の
は
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
に

策
定
し
た
「
家
賃
滞
納
整
理
方
針
」
に

そ
っ
た
町
の
積
極
的
な
滞
納
対
策
が
、

入
居
者
の
理
解
を
得
ら
れ
た
た
め
で

す
。
住
宅
課
は
次
の
目
標
と
し
て
「
家

賃
滞
納
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
継
続
し
た

取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

●
硯
年
度
分
の
取
り
組
み

平
成
元
年
度
の
家
賃
は
、
昨
年
十
一

月
の
家
賃
値
上
げ
で
滞
納
額
が
増
え
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
住
宅
課
で
は
嘱
託
員
に
よ

る
連
日
の
督
促
や
、
強
化
月
間
を
設
け

て
夜
間
徴
収
を
強
化
す
る
一
方
、
口
座

振
替
の
推
進
、
生
活
保
護
費
か
ら
の
自

動
天
引
き
、
保
証
人
へ
の
納
入
督
促
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
家
賃
の
徴
収
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
元
年

度
（
現
年
度
分
）
の
滞
納
額
は
十
七
万

円
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
現
年
度
分
家
賃
の
徴
収
に
重

点
を
お
き
、
三
か
月
以
上
の
滞
納
を
出

さ
な
い
方
針
で
、
滞
納
対
策
を
行
い
ま

す
。
家
賃
の
滞
納
が
三
か
月
を
超
え
れ

ば
、
家
屋
明
け
渡
し
の
訴
訟
や
調
停
、

即
決
和
解
な
ど
、
裁
判
を
中
心
に
し
た

対
応
を
図
り
ま
す
。

●
過
年
度
分
の
取
り
組
み

過
年
度
分
家
賃
の
滞
納
対
策
は
、
滞

納
月
数
や
滞
納
金
額
を
考
え
て
、
本
人

と
そ
の
保
証
人
に
分
割
払
い
の
誓
約
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
額
滞
納
者
に
は
裁
判
所
で

和
解
や
調
停
を
行
い
、
合
意
し
た
内
容

の
と
お
り
滞
納
家
賃
を
支
払
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
和
解
・
調
停
を
し
た
人

ご
記
憶
で
し
ょ
う
か
。
広
報
み
ず
ま

き
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
号
で

「
町
営
住
宅
家
賃
滞
納
整
理
方
針
」
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。
方
針

で
は
平
成
元
年
三
月
末
ま
で
に
三
十
六

か
月
以
上
の
滞
納
者
を
な
く
す
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。

表
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
目
標
の
三

十
六
か
月
以
上
の
滞
納
者
は
昭
和
六
十

三
年
三
月
末
で
解
消
し
、
平
成
元
年
三

月
末
に
は
、
二
十
四
か
月
以
上
の
滞
納

者
も
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
過

年
度
分
の
滞
納
者
数
も
、
昭
和
六
十
一

年
度
と
平
成
元
年
度
を
比
較
す
る
と
百

三
十
九
人
か
ら
二
十
一
人
へ
と
、
著
し

く
減
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
入
居
者
の
み
な
さ
ん
に
「
家

賃
は
必
ず
月
末
ま
で
に
納
め
る
」
と
い

う
意
識
が
浸
透
し
た
結
果
で
す
。
町
が

裁
判
を
中
心
に
据
え
た
積
極
的
な
滞
納

対
策
を
行
っ
た
こ
と
が
、
具
体
的
な
効

果
と
し
て
表
れ
ま
し
た
。

敷
金
を
納
入
し
た
世
帯
が

7
9
％
に
達
し
ま
し
た

住
宅
課
で
は
、
敷
金
納
入
を
猶
予
し

て
い
た
炭
住
か
ら
の
初
代
入
居
者
に
対

し
て
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
、
家

賃
三
か
月
分
の
敷
金
納
入
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
の
は
高
松

団
地
、
吉
田
団
地
な
ど
千
七
百
九
十
六

戸
で
す
。
こ
の
う
ち
、
空
家
入
居
者
を

含
め
る
と
、
全
体
の
七
九
郡
に
あ
た
る

千
四
百
十
二
戸
が
敷
金
を
納
入
し
て
い

ま
す
。
（
表
3
）

敷
金
と
は
、
町
営
住
宅
を
退
去
す
る

時
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
入
居
者
が

町
に
前
も
っ
て
預
け
て
お
く
お
金
の
こ

と
で
す
。
畳
の
表
替
え
、
ふ
す
ま
の
張

り
替
え
な
ど
、
退
去
時
に
は
最
低
八
万

円
～
九
万
円
の
費
用
を
自
分
で
負
担
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
引
っ

越
し
費
用
を
加
え
る
と
、
多
額
な
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

保
証
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に

も
、
敷
金
は
納
め
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。
住
宅
課
で
は
、
み
な
き
ん
の
家
庭

の
事
情
に
合
わ
せ
て
、
分
割
納
入
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
団
地
ご
と
に

バ
ラ
ツ
牛
が
あ
る

団
地
ご
と
の
敷
金
納
入
状
況
は
表
3

の
と
お
り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
初
代
入

居
者
の
敷
金
納
入
状
況
に
つ
い
て
団
地

別
に
比
較
す
る
と
、
吉
田
団
地
五
九
・

九
酢
、
高
松
団
地
八
一
・
二
㌫
、
鯉
口

団
地
五
〇
・
六
欝
と
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ

が
あ
り
ま
す
。
団
地
に
よ
っ
て
入
居
者

の
理
解
の
度
合
い
に
開
き
が
あ
る
よ
う

で
す
。
住
宅
課
で
は
、
今
後
関
係
者
と

十
分
協
議
し
、
再
度
、
初
代
入
居
者
に

敷
金
納
入
の
お
願
い
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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水泳スポーツ少年団プール開き

小雨がばらついた6月24日、机
小学校プールで水泳スポーツ少年

団のプール開きが行われました。
梅雨とはいえ連日の真夏日のせ

いか、子供たちはプール開きを待
ち望んでいたように元気な泳ぎを

披露。25桝、50桝と競技が進むに

つれ、今年もまた、観客席のお母
さんたちから熱狂的な声援が会場

に響きわたり、子供たちの泳ぎに
拍車をかけました。

今年の水泳スポーツ少年団員は
288人です。このプール開きを皮切

りに、体力づくりと秋の大会へ向

けての練習が始まります。
6月中には、町内小学校のプー

ルも開放されました。プ細ルサイ
ｌこぎ

ドからは子供たちの願やかな歓声

が聞こえています。

インド北東部のへき地、サンタ

ル地域の子供たちが措いたクレヨ
ン画の作品展が6月下旬、中央公

民館のホワイエで開かれました。
クレヨン画は、4歳から14歳ま

での子供たちが、生まれて初めて

クレヨンを手にして措いたもの。
水汲みや魚とりなど生活をテーマ

にした絵や、烏、牛、象を描いた

絵など、全部で131点です。
「文化の違いを感じますね」と

まさ

安部晶子さん（写真・頃末）。四
等分した画用紙に、なんの飾り気
もなく素直に表現された絵には、
新鮮な異国情緒が湊います。

クレヨン画は、現地のスナップ
写真といっしょに、町内の保育所
や小学校にも展示され、子供たち
に国境を越えた感動を伝えました。

インドから
クレヨン画の

メッセージ

手づくり座布団に
チャレンジ

水巻身体障害者福祉会婦人部

身体障害者福祉会の婦人部のみ

なさんが6月下旬、身体障害者福
祉センターで、座布団づくりに挑

戦しました。

材料の古布と綿は、会員の自宅
から持ち寄ったものばかり。布を

切ったり、縫い合わせたり、作業
は、体の不自由な会員が二人三脚

で進めました。「和気あいあい。
みんなで作るのは楽しいですね」

と、婦人部会長の長崎モモヱき

ん。メンバーの中には、目が不自

由なため、初めて針を担った人も
いました。
二日がかりの苦戦の末、ついに

36枚が完成。ずらりと並べられた

座布団を前に「これは私が縫った
のよ」「今年の冬は寒くないわね」

と、みなきん御満悦の表情でした。

Ⅲ

白

ＥＦＧ
⊂蔓重量夢二ヨ

ＪＩＪ
！ 欄 斗 現 憤

モ1

インターハイに出曝します。

陸上競技で全国大会

6月15日から17日の3日間、福岡市の
「博多の森陸上競技場」でインターハイ

北九州地区予選が開かれ、水巻町在住の

4人が上位に入賞。8月1日から宮城県

で開かれる全国大会への出場権を取得し
ました。

4人は水巻南中学校出身。福沢恒彦先
生から陸上競技の指導を受け、現在それ

ぞれの高校陸上部で活躍中です。全国大
会での上位入賞が期待されます。がんば

ってください。

●インターハイ北九州地区予選の結果

深 ㌍ 昔 ㌣ 音 暴 瀦 緊

．索 蝉 嶽 凄さ年 八 幡 西 三段 跳
・＿餞痛－）、 ほ 位．、．［

森 下 ・義 挙さん 、戸畑中央 棒高跳 、
纏癖敏郎 、Ｃ3 位）・、‾′

西原寿由美さ、ん－：－、九暫大村 舶 8ｍ 、′

みず躇団地） 侍 従　 ′

高 山 和 恵きん 九暫大村 ．槍投げ 、

若菜吉野団地き． ・薮剃封



こきゆう

胡弓の調べにうっとり
こきゆう　　　　ちようこくりゆう

中国古来の弦楽器「胡弓」を奏でる趨国良さんと、日本

を代表する尺八の奏者、石原無堂さんのコンサートが6月

16日、中央公民館で開かれました。

尺八演奏に続いて趨国良さん（胡弓）、趨勇さん（洋
こうしゆう

琴）、江舟さん（琴）が登場し、荒城の月や黒田節など約

20曲を披露。会場の600人は、胡弓が奏でるヒバリの鳴き

声など、本場中国の幻想的な調べにうっとり。
あｈ

「笑顔がすばらしいですね。涙が出ました」と加藤尭子

さん（梅ノ木団地）。中間市から見に来た80歳の八開末子

さんも「長生きしてよかった」と大感激。会場では趨さん

の名曲カセットテープがあっという間に売り切れてしまい

ました。

九州大会に出場します
6月19日、福間町で県消防救助技術大会が開かれ、遠賀

郡消防署の高所人命救助チームが上位に入賞。7月25日に
開かれる九州大会の出場チームに選ばれました。
県大会には、494人の消防マンが参加。個人競技3種目

と6種目の団体競技で日ごろの技術を羞いました。郡滑防
暑からは、坂本忠博さん（岡垣）、御園典孝さん（岡垣）
平松文二さん（水巻）、柴田篤さん（芦屋）のチームが高
所人命救助に出場。4人が1組になって、高さ7メートル

の塔上で逃げ遅れた人を、ロープを使って救出します。
「全国大会出場をねらいます」と平松さん。この栽技は

スピードと安全性が審査のポイントです。九州大会を前に
厳しい訓練が続いています。

ちょっと変わったゴルフです

遠賀川河川敷公園のターゲットバードゴルフ場が、7月

1日にオープンしました。この日は講習会を兼ねた競技会

が開かれ、約40人が参加しました。

「とっても楽しいですね。点数は内緒だけど…」と汗び

っしょりの松尾タミさん（65歳・古賀）。ターゲットバー

コードゴルフは、羽根のついたプラスチック製のボールを

ゴルフクラブで打ち、傘を逆さまに立てたようなターゲッ

トに入れる競技で、ゴルフと同じように打数の少なさを競

います。

「初めての人でもかなり上手にできますね。同好会をつ

くって普及させたい」と、井地松草さん（古賀）。手軽な

生涯スポーツとして受好者も増えそうです。
ン　′薯”ノ　し

ごほんうまく，糾ナたかな
少年教室では、6月16日から17日までの二日間、玄海少

年自然の家へ一泊研修に出掛けました。夏のキャンプに備

えてテントの張り方を勉強したり、レクリエーションを楽

しんだり、スケジュールは盛りだくさん。いっしょに共同

生活をすることで友達をつくることも、この研修の目的の

一つです。
ｔｌ

二日目のお昼は野外料理です。なたで薪を割ったり、汗

だくになって火をおこしたり、慣れない手付きで野菜を切

ったり…。ワイワイガヤガヤあわただしく昼ごはんをつく

りました。みんながそれぞれがんばった後に、青空の下で

食べたカレーの味は、格別だったことでしょうね。（や）



健康づくりシリーズ⑲

せ

掛

命

勒

瀞

や

額
　
　
や
　
　
醇

豊
慧
誓
誓
慧
禁
錮

誓
約
紗
㌍
…

董
慈
恵

傍

沓

め

珍

翁

ゆ

瀞

せ

き

や

藤

野

命
　
　
各
　
　
尊
　
　
聖
　
　
教
　
　
や

せ

せ

や

尊

か

昏

や

や

各
　
　
檜
　
　
か
　
　
な
　
　
や

ゆ

　

脅

　

砂

　

砂

＠

ゆ

き

録

や

や

歯

車

や

「
心
」
と
、
う
ま
く

つ
き
あ
っ
て
い
ま
す
か
。

ス
ト
レ
ス
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
心
の
健
康
を
保
つ
こ
と

は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
。
今
月
は
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

う
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

＝
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
い
人
で
も
あ

り
ま
す
。

あ
な
た
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
で
し
ょ
う

か
。
も
し
、
心
の
病
気
に
好
ま
れ
や
す

い
タ
イ
プ
だ
と
し
た
ら
要
注
意
／

●
き
ま
じ
め
で
融
通
の
書
か
な
い
人
＝

仕
事
熱
心
で
責
任
感
が
強
い
。
し
か
し

融
通
が
き
か
ず
、
気
分
転
換
が
へ
た
と

い
う
タ
イ
プ
。

●
き
ち
ょ
う
め
ん
で
精
力
的
に
働
く
人

＝
自
分
の
気
持
ち
や
気
分
に
関
係
な
く

仕
事
に
猛
進
で
き
る
タ
イ
プ
。

●
完
全
癖
の
人
＝
何
事
に
お
い
て
も
、

物
事
を
中
途
半
端
に
で
き
な
い
タ
イ
プ

●
神
経
質
で
ク
コ
ク
ヨ
悩
む
人
＝
あ
れ

こ
れ
と
気
ば
か
り
使
い
す
ぎ
て
、
取
り

越
し
苦
労
を
し
、
何
で
も
な
い
よ
う
な

こ
と
で
も
ク
ヨ
ク
ヨ
と
思
い
悩
ん
で
し

ま
う
タ
イ
プ
。

●
気
が
小
さ
く
あ
が
り
や
す
い
人
＝
ふ

つ
う
の
人
に
は
何
で
も
な
い
よ
う
な
場

合
で
も
、
す
ぐ
に
緊
張
し
て
手
が
震
え

た
り
、
思
う
よ
う
に
会
話
が
で
き
な
く

な
る
タ
イ
プ
。

●
勝
ち
気
で
自
分
を
強
く
主
張
す
る
人

「
仕
事
が
患
う
よ
う
に
い
か
な
い
」

な
ど
ク
ヨ
ク
ヨ
悩
ん
で
い
た
ら
、
心
の

●
大
声
を
出
し
て
み
る
＝
こ
の
場
合
、

で
き
た
ら
気
分
を
め
い
ら
せ
て
い
る
原

だ
れ

因
（
い
や
な
こ
と
）
を
、
誰
も
い
な
い

と
こ
ろ
で
怒
鳴
る
の
が
コ
ツ
。

●
明
日
で
き
る
こ
と
は
今
日
し
な
い
＝

何
が
何
で
も
今
日
や
ろ
う
と
す
る
と
無

理
が
生
じ
ま
す
。
明
日
に
回
せ
る
も
の

は
明
日
に
し
よ
う
。

●
開
き
直
る
＝
「
心
の
ト
ラ
ブ
ル
で
殺

さ
れ
る
わ
け
が
な
い
」
と
、
開
き
直
っ

て
み
よ
う
。

・、臼

健
康
に
悪
影
響
を
お
よ
ば
す
ば
か
り
。

い
や
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
、
次

の
よ
う
な
方
法
で
心
を
切
り
替
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
人
の
評
価
は
気
に
し
な
い
＝
自
分
は

他
人
に
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
気

に
し
な
い
。
「
自
分
は
自
分
」
と
、
い

つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
。

●
別
の
こ
と
を
考
え
る
＝
「
め
い
っ
て

い
る
な
」
と
思
っ
た
ら
、
趣
味
や
家
族

の
こ
と
な
ど
、
気
分
が
落
ち
着
く
よ
う

な
こ
と
を
考
え
る
。

ぐ

相
撲
取
り
が
時
間
い
っ
ぱ
い
に
な
る

ほ
お

と
、
両
手
で
頬
を
思
い
切
り
ひ
っ
ぱ
た

く
光
景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は

ス
ト
レ
ス
を
与
え
、
緊
張
感
を
盛
り
あ

げ
よ
う
と
す
る
動
作
だ
と
い
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
は
「
人
間
に
と
っ
て
は
大

事
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
賢
く
管
理
す
れ

ば
プ
ラ
ス
効
果
が
あ
る
」
と
も
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
人
間
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
す
。
う
ま
く
自
分
の
活
力

と
し
て
取
り
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
、

ス
ト
レ
ス
と
付
き
合
う
コ
ツ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
）

Ａ
7圏亘圏

ヽ

赤



スポーツ■空きわやわな汗
町民体育大会（6月3日）

6月3日、総合運動公園など町内五つの会場で町民体育

大会が開かれました。今年はテニス、バドミントン、バレ

ーボール、剣道の4種目。試合の結果は次のとおりです。

●男子Ｗ（硬式）①高橋公

一・藤本英二㊥吉田紀郎・

山方辰美　●女子ＷＣ硬式）
①黒瀬詠子・木下奈美③江

熊強子・中田加奈　●一般

男子Ｗ Ｃ軟式）（∋河口英樹

・小田英男（勤高木多聞・朝

原智　●中学男子ＷＣ軟式）

①永野耕二・佐田毅④川崎

健作・中西宏樹

●中学男子（Ｄ近藤良平③江

内田篤　●中学女子①鶴田

伸子④永沼香織　●三段以

下①喜多村道信⑧古賀弘明

●四段以上（40歳未満）①

辰己徹彦⑧黒木三郎　●四

段以上（40歳以上）①瀧口

泉⑧野坂時夫

●男子Ａ級（彰三池勲・川崎

一典⑧川野良明・玉村秀

雄　●男子Ｂ級⑤柿山賢次

・野生須則夫⑧西村勝年・

志賀和幸　●女子Ａ級①江

口和子・清家千代⑨中村三

重子・茂野恵美　●女子Ｂ

級①川崎智重子・本田由美

⑨山口恵子・山口博美

●女子Ｃ級（∋小川てる美・

野辺香代子⑧永岡富美子・

内林直子　●女子Ｄ級（∋松

下理恵子・久我慶子（り工藤

京子・光末昌子　●ジュニ

アＳ①坂井夕介⑧西村敏彦

⑨堂園美緒（り越智友恵

●優　勝　猪熊ママ

●準優勝　古賀クラブ

コンビユー勺も顔負け
青少年珠算競技大会

そろばん

ねがいましては－パテパテと算盤の音が響きます。7

月1日、中央公民館で小中学生を対象にした青少年珠算大

会が開かれました。今年の参加者は42人。競技の結果は次

のとおりです。

【個人総合の部】

●4年生以下　≪金賞≫本

野真樹（頃末北）≪銀賞≫

幸村恵（吉田三）・上田順

子（みずほ）・矢野奈美恵

（二）・原田実佳（立屋敷）

梅田鮎美（二）・黒木美伸

（おかの台）●5年生①中

川宏子（吉田二）（参安田秀

子（吉田三）⑧末永麻裕（美

吉野）●6年生①谷崎美紀

（高松団地）⑧本野友樹（頃

末北）⑧柴田香織（猪熊）
●中学生（∋武田寿美（みず

ほ）⑧渡辺大輔（おかの台）

③杉野寿子（伊左座）

【誌上箕の部】

●小学生①岡崎梨江（吉田

団地）⑧幸村枝美（吉田

三）⑧安田秀子（吉田三）

●中学生①武田寿美（みず

ほ〕⑧杉野寿子（伊左座）

⑧鈴鹿貴行（頃宋南）

【蘭上暗算の部】

●小学生①原田実佳（立屋

敷）⑧杉野悟（伊左座）⑧

上田順子（みずほ）　●中

学生①武田寿美（みずほ）

⑧鈴鹿貴行（頃末南）⑨渡
辺大輔（おかの台）

経済的に困ったときは

免除制度をご利用ください。
●
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
と
き
。

●
障
害
基
礎
年
金
や
被
用
者
年
金
の
障

害
年
金
（
1
級
・
2
級
）
な
ど
を
受

け
て
い
る
と
き
。

∧
申
請
免
除
∨

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
よ
う
な

場
合
で
、
県
知
事
に
申
請
し
て
承
認
を

受
け
れ
ば
、
免
除
き
れ
ま
す
。

●
所
得
が
な
い
と
き
。

●
被
保
険
者
本
人
や
家
族
が
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助

を
受
け
て
い
る
と
き
。

●
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
ま
た
は

寡
婦
で
、
年
間
の
所
得
が
百
万
円
以

下
の
と
き
。

●
そ
の
他
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

∧
追
納
も
で
き
ま
す
∨

保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金

額
は
、
納
め
た
期
間
の
三
分
の
一
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
十
年
以
内
な
ら
追

納
も
で
き
ま
す
の
で
、
生
活
に
余
裕
が

で
き
た
ら
後
か
ら
で
も
納
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と
は
国
保
年

金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

れ
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
、
ど
う
し

て
も
国
民
年
金
の
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
免
除
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
免
除
制
度
に
は
法
定
免
除
と

申
請
免
除
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

∧
法
定
免
除
∨

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
に

／ヽ



母と子の料理教室
と　き：8月7日㊤（南部）

8月8日㊧（北部）

〔午前9時～9時30分受付〕

ところ：中央公民館調理実習室

おむすびやシチュー、サラダなど

をつくります。対象は小学3年生

以上の親子と中学生。問い合わせ

は役場健康対策係へ。

ＬＡ Ｖ Ｅ Ｒ Ｔ

モデルルーム公開中

7月7日～15日

庭付一戸建
2，200万円台～2，700万円台

卍住宅・都市整備公団
九州支社募集課℡092（722）1068

か
た
姿
も
い
い
も
ん
で
す
。

と
り
講
習
会
は
7
月
1
9
日

中
央
公
民
館

恒
例
の
盆
お
ど
り
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
年
は
西
川
流
扇
松
会
の
西
川

昌
典
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。
ふ

る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
7
月
1
9
日
（
木
）
午
後
7
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
曲
　
名
　
「
故
郷
お
ど
り
」
　
「
お
ど

る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
」

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
う
ち
わ
（
曲
の

吹
き
込
み
を
希
望
す
る
地
区
は
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
）

●
同
い
合
わ
せ
　
詳
し
い
こ
と
は
中
央

公

民

館

へ

℡

2

0

1

局

0

4

0

1

番

町
で
は
梅
ノ
木
団
地
に
あ
る
学
習
等

供
用
施
設
（
第
三
保
育
所
の
二
階
）
を

夏
休
み
期
間
中
、
学
習
室
に
開
放
し
て

い
ま
す
。
冷
房
の
効
い
た
「
涼
し
い
学

習
室
」
で
す
。
勉
強
に
、
読
書
に
、
夏

休
み
の
宿
題
に
、
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
使

用
料
は
無
料
で
す
。

●
使
用
期
間
　
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1
日

●
時
　
間
　
8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

●
休
館
日
　
日
曜
日
と
お
盆
（
8
月
1
3

日
か
ら
1
5
日
ま
で
）

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
六

月
中
に
「
現
況
届
」
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
出
し
て
い
な
い

人
が
多
く
て
、
係
は
困
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
き
で

す
。
届
を
出
さ
な
い
と
、
引
き
続
い
て

受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月

分
以
後
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
忘
れ
て
い
た
人
は

急
い
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

福視
覚
障
害
者
の
た
め
に
点
訳
や
朗
読

の
奉
仕
活
動
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に

し
た
、
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
の
養
成
講

習
会
を
開
設
し
ま
す
。

●
講
習
期
間
9
月
1
2
日
か
ら
1
2
月
1
9

日
ま
で
の
計
1
5
回
。

●
時
間
点
訳
は
毎
週
水
曜
日
の
午

後
2
時
か
ら
4
時
3
0
分
ま
で
。
朗
読

は
毎
週
木
曜
日
の
午
後
2
時
か
ら
午

後
4
時
3
0
分
ま
で
。

●
受
講
料
い
ず
れ
も
無
料

●
議
習
会
場
太
宰
府
市

●
定
員
点
訳
5
0
人
・
朗
読
2
5
人

●
資
格
点
訳
は
1
8
歳
以
上
6
5
歳
以

下
の
人
。
朗
読
は
1
8
歳
以
上
6
0
歳
以

下
の
人
で
、
講
習
会
終
了
後
、
自
宅

で
録
音
作
業
が
で
き
る
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
締
め
切

り
は
8
月
3

1
日
で
す
。
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
福
岡
点

字
図
書
館
へ
。
〒
8
1
8
－
0
1
太
宰
府
市

三
条
一
丁
目
4
番
2
号
℡
（
0
9
2
）

9

2

4

局

5

1

7

0

番

「
学
び
心
」
満
た
し
ま
せ
ん
か
。
中

央
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
次
の
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

∧
見
て
学
ぶ
社
会
教
育
推
進
蹟
座
＞

映
画
を
見
て
、
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
育
て
方
を
学
び
ま
す
。
地
区
公
民
館

の
役
員
さ
ん
や
育
成
会
の
リ
ー
ダ
ー
、

青
少
協
の
委
員
さ
ん
な
ど
、
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
7
月
2
6
日
午
後
6
時
か
ら

●
映
　
画
　
「
反
抗
期
」
　
「
罪
の
意
識

の
な
い
子
供
た
ち
」

●
指
　
導
　
久
家
貞
美
さ
ん
（
社
会
教

育
指
導
者
〕

∧
家
庭
教
育
学
級
∨

幼
児
や
小
学
生
の
子
供
を
持
つ
お
母

さ
ん
を
対
象
に
し
た
学
級
で
す
。
初
め

て
の
人
も
聴
講
で
き
ま
す
。

●
と
　
き
　
7
月
2
7
日
午
前
1
0
時
か
ら

●
テ
ー
マ
　
非
行
問
題
を
考
え
る
　
ー

「
現
代
の
少
年
非
行
」

●
醜
　
師
　
小
野
輝
子
さ
ん
（
北
九
州

市
西
少
年
相
談
室
）

宅
地
や
建
物
の
取
り
引
き
業
務
に
必

要
な
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
」
の
資

格
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
7
月
3
0
日
～
8
月
3
日

●
受
験
資
格
　
①
高
校
を
卒
業
し
た
人

⑧
宅
地
・
建
物
取
り
引
き
の
業
務
経

験
が
二
年
以
上
の
人
　
⑧
知
事
が
認

め
た
資
格
を
持
つ
人

●
試
験
日
　
1
0
月
2
1
日
午
後
1
時
か
ら

●
願
書
配
布
　
7
月
9
日
か
ら
北
九
州

土
木
事
務
所
建
築
課
で
配
布
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
（
財
〕
福
岡
県
建
築

住

宅

セ

ン

タ

ー

℡

（

0

9

2

）

7

8

1

局

5

1

6

9

番

へ



芦
屋
基
地
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に

楽
し
い
催
し
物
を
企
画
し
ま
し
た
。

●
航
空
教
室
（
8
月
7
日
～
8
月
9
日
）

対
象
は
中
学
生
・
高
校
生
の
男
女
4
0

人
。
体
験
搭
乗
や
模
擬
飛
行
機
操
縦

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
（
2
泊
3
日
）

●
体
験
搭
乗
（
8
月
8
日
午
後
ｌ
時
3
0

分
か
ら
）
定
員
は
6
0
人
。
Ｙ
Ｓ
1
1
型

機
で
北
九
州
上
空
を
飛
行
し
ま
す
。

●
映
画
と
音
楽
会
（
8
月
8
日
）
映
画

会
は
午
後
4
時
か
ら
、
ア
ニ
メ
映
画

や
劇
映
画
を
上
映
。
音
楽
会
は
午
後

5
時
3
0
分
か
ら
、
航
空
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
な
ど
。

●
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
8
月
8
日
）
時

間
は
午
後
6
時
3
0
分
か
ら
、
婦
人
会

に
よ
る
競
演
や
模
擬
店
な
ど
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
体
験
搭

乗
の
申
し
込
み
は
7
月
2
2
日
午
前
9

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
℡

へ
一

2

2

3

局

0

5

3

7

番

。

詳

し

く

は

芦
屋
基
地
渉
外
室
（
℡
2
2
3
局
0

9
8
1
番
）
　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

県
警
本
部
で
は
、
身
元
確
認
強
調
月

間
の
行
事
と
し
て
、
「
行
方
不
明
者
を

さ
が
す
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。
相
談

に
は
、
写
真
な
ど
手
が
か
り
に
な
る
も

の
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

堅
く
守
り
ま
す
。

●
と
　
き
　
8
月
2
日
か
ら
6
日
ま
で

の
5
日
間
、
毎
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
警
察
本
部
「
行
方

不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
＝
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

●
相
談
内
容
　
▽
家
を
出
て
長
期
間
に

な
る
が
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
▽
遺

書
や
言
動
か
ら
自
殺
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
▽
病
弱
・
年
少
な
ど
の
た
め
死

亡
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
▽
犯

罪
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
1
な
ど
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
警
察
本
部
刑

事
部
鑑
識
課
℡
（
0
9
2
）
6
4
1

局

4

1

4

1

番

（

内

）

2

7

3

6

へ

「
働
き
た
い
な
」
と
思
っ
て
い
る
家

庭
の
婦
人
を
対
象
に
、
ワ
ー
プ
ロ
技
術

講
習
会
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
技

術
を
身
に
つ
け
る
と
、
就
職
や
内
職
に

た
い
へ
ん
有
利
に
な
り
ま
す
。

●
構
習
科
目
と
定
員
　
ワ
ー
プ
ロ
2
0
人

●
講
習
期
間
　
8
月
2
7
日
か
ら
9
月
2
5

日
ま
で
の
2
1
日
間
（
月
～
金
曜
日
）

●
受
講
時
間
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
（
一
日
五
時
間
）

●
受
講
料
　
教
材
費
以
外
は
無
料

●
会
　
場
　
中
間
市
働
く
婦
人
の
家
＝

中
間
市
大
字
中
間
6
8
0
9
－
1

●
受
付
期
間
　
7
月
3
0
日
～
3
1
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県

チャリティー

24時間マラソン
ソフトボール大会

祐1号禁。～‰書。
ところ：水巻町総合運動公園

参加者を募集中です。

小学4年生以上なら、
どなたでも大歓迎です。

パザ十や金魚すくいも

あります。ふるって参
加ください。

≪問い合わせ≫水巻町体

育協会事務局まで0
℡201局4321番

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所

℡

（

0

9

4

0

0

）

2

3

局

4

1

5

6

番
へ
、
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
頃
　
末
　
　
故
・
北
川
　
弘
夫
様

北
川
喜
代
子
様

●
鯉
口
団
地
　
故
・
山
田
　
麗
子
様

山
田
　
勝
　
様

●
古
　
賀
　
　
故
・
山
本
シ
ゲ
子
様

山
本
　
春
雄
様

●
美
吉
野
団
地
故
・
迫
口
　
音
羽
様

迫
口
　
和
盛
様

●
頃
　
末
　
故
・
藤
川
　
重
光
様

藤
川
　
重
利
様

故
・
泉
　
フ
ミ
子
様

庄
司
　
学
　
様

●
猪
　
熊
　
　
故
・
仲
村
　
重
雄
様

仲
村
ア
キ
ノ
様

●
猪
　
熊
　
　
故
・
立
石
　
霞
　
様

立
石
　
節
夫
様

●
　
二
　
　
　
故
・
有
光
　
国
憲
様

有
光
　
益
代
様

●
猪
熊
町
住
　
故
・
影
安
　
鶴
夫
様

影
安
シ
ズ
子
様

●
み
ず
ほ
団
地
故
・
中
島
　
泰
司
様

中
島
　
陽
子
様

●
猪
熊
町
任
　
故
・
甲
斐
ヤ
ス
エ
様

甲
斐
　
壮
　
様

●
猪
　
熊
　
故
・
江
口
　
ワ
サ
様

江
口
　
米
男
様

●
美
吉
野
団
地
故
・
谷
川
イ
ト
ヱ
様

谷
川
才
次
郎
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
西
田
　
幸
堆
様

西
田
　
伸
弘
様



・早さ・人

世
界
的
な
視
野
を
持
っ
て

感
動
を
伝
え
続
け
た
い
。

版
画
家
う
え
だ
ひ
ろ
し
㌦
（
5
6
歳
・
吉
田
一
）

●
東
京
で
開
か
れ
た
「
春
陽
展
」
で
連
続
2
0
回
入
選
を
達
成
。

．

仕
事
を
始
め
た
ら
、

と
こ
と
ん
や
ら
な
い
と

気
が
す
ま
な
い
タ
イ
プ
。

吉
田
片
山
の
工
房
で
、
木
版
画
の
制

作
活
動
を
続
け
る
上
田
博
さ
ん
。
水
巻

で
は
数
少
な
い
芸
術
家
の
一
人
で
す
。

．
一
〃

木
版
画
は
、
下
絵
を
描
き
、
転
写
し

て
板
に
張
り
、
彫
る
、
刷
る
と
い
う
一

連
の
作
業
で
作
品
が
完
成
し
ま
す
。
多

色
刷
り
の
場
合
は
、
八
版
、
十
二
色
く

ら
い
を
重
ね
て
一
つ
の
作
品
を
仕
上
げ

る
時
も
あ
ら
ソ
ま
す
。
温
度
が
高
い
と
絵

の
具
が
乾
い
た
り
、
紙
が
縮
ん
だ
り
す

る
た
め
、
夏
場
に
彫
り
、
冬
場
に
刷
る

と
い
う
手
頓
で
版
画
を
つ
く
り
ま
す
。

「
見
た
目
に
は
彫
る
方
が
大
変
な
作

業
と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
実
際
は
刷
る

方
が
重
労
働
な
ん
で
す
よ
」

上
田
き
ん
は
、
仕
事
を
始
め
た
ら
と

こ
と
ん
や
る
タ
イ
プ
。
そ
の
仕
事
ぶ
り

に
は
同
業
者
も
舌
を
巻
く
ほ
ど
。

「
昔
は
地
球
を
掘
り
よ
っ
た
ん
や
。
板

の
二
、
三
ミ
リ
く
ら
い
、
な
ん
て
こ
と

は
な
い
」
1
そ
ん
な
心
意
気
で
頑
張

り
過
ぎ
た
の
か
、
今
年
の
春
、
と
う
と

う
腰
を
痛
め
て
現
在
は
通
院
中
の
身
。

「
版
画
に
対
し
て
は
じ
っ
く
り
タ
イ
プ

で
す
ね
。
は
っ
き
り
し
た
考
え
を
持
っ

た
人
で
す
か
ら
私
の
言
う
こ
と
な
ん
か

聞
き
ま
せ
ん
。
や
り
た
い
こ
と
を
、
好

き
な
だ
け
や
ら
せ
て
あ
げ
ま
す
」
と
、

あ
ｌ
°

笑
っ
て
話
す
の
は
妻
の
昭
恵
さ
ん
。

が
あ
り
、
「
炭
砿
長
屋
」
「
高
松
文
学
」

「
月
刊
た
か
ま
つ
」
　
「
サ
ー
ク
ル
村
」

な
ど
の
文
芸
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
上
田
さ
ん
は
、
雑
誌
の
表
紙
絵

な
ど
を
担
当
、
版
画
家
へ
の
道
を
進
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
の
春
、
東
京
都
立
美

術
館
で
開
か
れ
た
「
春
陽
展
」
で
初
入

選
（
当
時
3
8
歳
）
。
以
来
、
今
年
ま
で

二
十
年
間
連
続
人
選
し
、
今
春
、
春
碗

会
会
員
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ー・惣一‥．＝Ｖ間凹

－

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
取
材
旅
行
で

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
、
発
奮
。

版
画
と
の
出
合
い
は
、
日
炭
高
松
第

二
鉱
業
所
で
採
炭
夫
と
し
て
働
い
て
い

た
昭
和
三
十
年
の
こ
ろ
。
同
じ
炭
砿
で

働
く
版
画
家
、
千
田
梅
二
さ
ん
に
知
り

合
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

ざ
く

「
そ
の
こ
ろ
の
僕
ｌ
は
荒
っ
ぽ
い
絵
を

一描
い
て
い
た
。
自
分
の
絵
に
底
の
浅
さ

を
感
じ
て
、
画
風
を
変
え
た
い
と
思
っ

て
い
た
矢
先
に
、
版
画
に
出
合
っ
た
」

当
時
の
日
炭
に
は
、
上
野
英
信
さ
ん

ら
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
た
文
学
サ
ー
ク
ル

こ
の
間
、
上
田
さ
ん
は
三
回
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
取
材
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

す
ご

西
洋
文
化
の
物
凄
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
こ

の
時
「
油
絵
の
大
作
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
例
え
る
な
ら
、
版
画
は
一
本
の
尺
八

の
よ
う
な
も
の
。
中
途
半
端
な
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
望
む
よ
ｈ
ソ
、
美
し
い
メ
ロ
デ

ィ
ー
を
奏
で
る
尺
八
に
な
ろ
う
」
と
開

き
直
っ
た
と
い
い
ま
す
。

上
田
さ
ん
の
作
品
は
、
風
景
と
人
物

が
主
。
特
に
、
吉
田
ボ
タ
山
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
は
数
十
点
を
数
え
ま
す
。

「
風
土
に
根
ざ
し
た
、
人
間
存
在
の

本
質
を
描
き
た
い
。
水
巻
と
か
九
州
と

か
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
界
的
な
視
野
を

持
た
な
い
と
だ
め
で
す
ね
」

年
間
二
十
数
点
の
作
品
を
制
作
。
気

に
入
ら
な
い
作
品
は
売
ら
な
い
。
奥
さ

ん
と
二
人
暮
ら
し
。
5
6
歳
。

（

車
広
報
写
真
の
振
り
方
の
コ
ツ
は
「
か

ぶ
り
つ
き
」
　
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
も

「
か
ぶ
り
つ
き
」
は
私
に
と
っ
て
最
も

苦
手
。
つ
い
相
手
や
周
り
の
こ
と
を
考

え
て
し
ま
い
、
あ
が
っ
た
写
真
は
絵
に

な
ら
な
い
。
今
度
こ
そ
と
思
い
い
ざ
本

番
、
や
っ
ぱ
り
か
ぶ
り
つ
け
な
い
。
で

も
、
め
げ
ず
に
何
回
で
も
挑
戦
し
て
み

よ
う
。
ま
ず
は
経
験
／
　
　
（
嶋
田
）

後
芦
屋
町
の
広
報
マ
ン
が
7
月
の
異
動

で
変
わ
っ
た
。
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
2
年
連
続
入
選
の
実
績
を
持
つ
　
「
広

報
あ
Ｌ
や
」
。
中
間
・
遠
賀
地
区
の
広
報

も
彼
の
指
導
で
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
。

彼
は
私
の
目
標
だ
っ
た
。
そ
の
彼
と
来

月
、
県
内
の
新
人
広
報
マ
ン
を
対
象
に

し
た
研
修
会
で
、
講
師
を
つ
と
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
光
栄
の
至
り
だ
。
元
気

な
広
報
マ
ン
を
育
て
た
い
。
（
野
口
）

つ優 娘 ん

て Ｌ で 0 盈 （ ＿ 中 Ｍ．

妻こ油

等 0 蓋 藁 葺 拍 糟 ‾‾‾ここここ‾‾こ‾妻…ここ…‾…‰

た

広報みずまき／編集・発行●水巻町役場総務課庶務係〒807福岡県遠賀郡水巻町大字頃末880－1℡893（201）4321印刷●冷牟田印刷


